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ChatGPT 4o 

 

26.docx 

ドキュメント 

要約を作成してください。 

ChatGPT 

ファイルの内容を基に、以下の要約を作成しました。 

 

この文書は「知財実務オンライン」の第 202 回目の配信内容を文字起こししたもので

あり、主に関西特許研究会（KTK）の活動や特徴についての紹介がなされています。

ゲストには KTK の代表幹事や各研究班の班長たちが招かれ、KTK の運営方針、研

究班の活動内容、そして KTK の歴史などについて詳しく説明されています。 

KTK は関西を中心に活動している知財団体で、特に研究と親睦を目的としており、約

650 名の会員を擁しています。KTK の活動は、セミナーや勉強会の開催を通じて、会

員の専門知識の向上を図るものです。また、KTK は関西だけでなく、関東や海外にも

会員を持ち、幅広い地域での知財実務に貢献しています。 

文書内では、KTK の特許、意匠、商標、判例研究班などの具体的な活動内容も紹介

されており、特に意匠研究班においては最新の判決や審決を題材にした議論が行わ

れていることが強調されています。また、KTK の歴史についても触れられ、KTK が 50

周年を迎えたことや、歴代の知財裁判所の所長が登壇したことなどが述べられてい

ます。 

全体的に、KTK は知財実務において重要な役割を果たしており、その活動を通じて

知財分野の発展に寄与していることが示されています。 

 

必要に応じて、さらに詳細な情報を提供できますので、お知らせください。 

4o 

KTK の活動を詳しく 

ChatGPT 

KTK（関西特許研究会）の活動について、文書の内容を基に詳しく説明します。 

KTK の概要と目的 
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KTK は関西地域を中心に活動する知財団体で、主に研究と親睦を目的としていま

す。1973 年に「関西特許研究会」という名称で活動を開始し、現在では約 650 名の会

員を擁しています。会員の多くは関西を中心に活動する弁理士で、研究と親睦を通じ

て知財に関する理論と実務の両面を深めることを目指しています。 

研究活動 

KTK は知的財産に関する様々な研究を行っており、以下のような研究班が活動して

います。 

1. 特許・実用新案部会: 特許や実用新案に関する最新の判決や審決を題材

に、会員の専門知識の向上を図ります。 

2. 意匠実務研究班: 意匠に関する最新の判決や審決を研究し、意匠登録の実

務における問題点や新たな傾向を議論します。具体的な事例を基に創作容易

性や意匠変更出願の適法性について深く掘り下げた議論が行われています。 

3. 商標実務研究班: 商標に関する最新の判決や審決を研究します。特に、商標

の類否判断や商標の独自性に関する議論が行われ、商標登録の実務に役立

つ知見を共有しています。 

4. 判例研究班: 知財に関連する判例を詳しく分析し、その影響や今後の実務へ

の応用について議論します。 

これらの研究班は、会員が互いに知見を共有し、ディスカッションを通じて新たな発見

や問題解決に取り組む場となっています。研究班の活動は定期的に開催され、コロ

ナ禍以降はオンラインと対面を併用したハイブリッド形式で行われています。 

親睦活動 

KTK は研究だけでなく、会員同士の親睦を深めることも重視しています。以下のよう

なイベントが定期的に開催されています。 

1. 入会説明会: 新たな会員を対象にした説明会が毎年開催され、新入会員の

勧誘と親睦が図られます。 

2. 書きセミナー: KTK のメインイベントの一つで、宿泊を伴うセミナーが開催され

ます。専門家による講演や参加者同士の交流が行われ、知識の向上と人脈

の構築が図られます。 

3. 総会・忘年会: 年末に総会と忘年会が開催され、1 年の活動を振り返るととも

に、会員同士の親睦が深められます。 

4. 花見・バーベキューなどのイベント: 季節ごとのイベントも開催され、気軽に参

加できる親睦の機会が提供されています。 

特徴と意義 
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KTK の特徴として、弁理士や知財関係者が主体となって完全に自主運営されている

点が挙げられます。また、関西にとどまらず、全国や海外にも会員が存在し、オンライ

ン形式を活用することで広範囲なネットワークを築いています。さらに、KTK は長年に

わたって蓄積された知見と経験を基に、知財実務の発展に大きく貢献しており、その

活動は国内外で高く評価されています。 

 

この説明は KTK の活動をより詳細に理解するための概要です。特に興味のある分

野があれば、さらに深掘りして説明することも可能ですので、お知らせください。 

4o 

意匠実務研究班を詳しく 

ChatGPT 

メモリを更新しました 

KTK の「意匠実務研究班」の活動について、詳細に説明します。 

研究班の目的と概要 

意匠実務研究班は、最新の意匠登録に関する審決や判決を深く研究し、意匠登録実

務における新たな傾向や問題点を発見することを目的としています。この研究班は、

意匠に特化した実務者が集まり、最新の事例を共有しながら議論を行い、会員の専

門知識を向上させる場となっています。 

活動内容 

意匠実務研究班では、以下のような具体的な活動が行われています。 

1. 事例研究: 

o 各回、2 名の発表者が最新の意匠審決や判決から興味深い事例を選

び、プレゼンテーションを行います。これにより、メンバーは最新の動向

や裁判例に触れ、実務での対応策を検討することができます。 

o 例えば、フォークリフトの情報表示用画像に関する意匠審決や、特許

から意匠への変更出願に関するケースなどが取り上げられ、創作容易

性や用途・機能による意匠の認定基準などが議論されました。 

2. ディスカッション: 

o プレゼンテーション後、参加者全員でディスカッションが行われます。特

に、意匠の創作容易性や、意匠の用途・機能の違いが実際にどのよう

に評価されるかについて、実務的な観点からの深い議論が展開されま

す。 
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o 例えば、フォークリフトの画像意匠がオペレーターの足元に投影される

ことが新規性を持つと認められたケースでは、その意匠の用途と機能

の違いが重要なポイントとなりました。 

3. ハイブリッド形式での開催: 

o コロナ禍以降、意匠実務研究班はオンラインと対面を併用したハイブリ

ッド形式で開催されています。これにより、関西だけでなく、全国および

海外の会員も参加できるようになっています。 

4. 研究班の雰囲気: 

o 研究班には、意匠実務の専門家だけでなく、特許や商標を主に扱う弁

理士も参加しており、異なるバックグラウンドを持つ参加者からの多様

な視点が議論に反映されます。このため、新鮮で幅広い議論が可能と

なっています。 

5. 親睦の重視: 

o 研究会後には懇親会が開かれ、講師や参加者同士がリラックスした雰

囲気で意見交換を行います。これにより、参加者同士の親睦が深ま

り、実務に関する情報共有やネットワーキングが促進されています。 

取り上げられた具体的な事例 

意匠実務研究班では、次のような具体的な事例が取り上げられました。 

1. フォークリフトの情報表示用画像意匠: 

o この事例では、フォークリフトから降りるオペレーターの足元に投影さ

れる画像が意匠として認められるかが問題となりました。引用された他

の画像との違いが詳細に検討され、その用途や機能が創作容易性に

どのように影響するかが議論されました。 

2. 特許から意匠への変更出願: 

o 元々特許として出願されていたものが、後に意匠として変更出願され

たケースが取り上げられました。特許図面から特定の要素を取り出し

て部分意匠として出願することが適法かどうかが問題となり、その範囲

や条件が詳細に議論されました。 

意義と影響 

意匠実務研究班の活動は、実務家にとって非常に有意義です。特に、最新の判決や

審決を通じて実務のトレンドや問題点を把握し、将来のケースに備えることができま

す。また、研究班での議論を通じて得られた知見は、実際の意匠出願や審査の際に

大いに役立ちます。 

KTK の意匠実務研究班は、意匠に関する高度な知識を持つ専門家が集まる場とし

て、知財業界全体における意匠実務の向上に貢献しています。 
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この説明に加えて、さらに特定の事例や議論内容に関して詳しく知りたい場合は、お

知らせください。 

4o 

判例研究班: について詳しく 

ChatGPT 

メモリを更新しました 

KTK の「判例研究班」について、詳しく説明します。 

研究班の目的と概要 

判例研究班は、知的財産に関する最新の判例を研究し、これらの判例が実務にどの

ように影響を与えるかを分析・議論することを目的としています。特許、意匠、商標、

著作権などの知財分野全般にわたる判例が対象で、これらの判例がどのように法律

解釈や実務上の方針に影響を与えるかを深く掘り下げる活動を行っています。 

活動内容 

判例研究班では、以下のような具体的な活動が行われています。 

1. 判例の選定と研究: 

o 各回、班員が注目すべき最新の判例を選定し、その背景、裁判所の判

断理由、影響を詳細に分析します。選定される判例は、特許無効審

判、侵害訴訟、権利行使に関連するものが多く、実務での応用が期待

されるものが選ばれます。 

o 例えば、特許権の無効性が争われたケースや、意匠や商標の類否判

断に関する判例などが取り上げられ、判決の詳細な分析が行われま

す。 

2. 発表とディスカッション: 

o 判例の発表者が、その判例の概要と判決理由を説明した後、班員全

員でディスカッションを行います。このディスカッションでは、判例が実

務にどのように影響を及ぼすか、類似のケースでどのように対応すべ

きかといった具体的な議論が展開されます。 

o 実務家としての視点から、判決の正当性や妥当性についても議論さ

れ、異なる見解が出た場合には、建設的な議論を通じて理解を深めま

す。 

3. 実務への応用: 

o 判例研究班の大きな特徴として、研究した判例を実務にどのように応

用できるかという視点が常に意識されています。判例を基にしたリスク

分析や、今後の出願や権利行使における戦略策定に関する議論が行

われます。 
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o 例えば、判例で認められた特許の範囲が今後の特許出願にどのよう

に影響を与えるか、また類似のケースが発生した際の戦略について意

見交換が行われます。 

4. ハイブリッド形式での開催: 

o 他の研究班同様、判例研究班もオンラインと対面を併用したハイブリッ

ド形式で開催され、全国および海外の会員も参加できるようになってい

ます。 

5. 専門性の高い議論: 

o 判例研究班は、知財実務の専門家が集まる場であり、議論の内容は

高度で専門的です。各判例の法的解釈やその影響範囲について、深

い知識と経験を持つ参加者が活発に意見を交換します。 

o 特に難解な法理論や、判例の微妙なニュアンスをどのように実務に取

り入れるかについても詳細に議論されるため、参加者は高度な知識を

得ることができます。 

取り上げられた具体的な事例 

判例研究班では、次のような具体的な判例が取り上げられました。 

1. 特許権の無効審判に関する判例: 

o 特許の新規性や進歩性が争われた無効審判に関する判例が取り上げ

られ、その判断基準や実務への影響が分析されました。具体的には、

どのような証拠が有効とされたか、また特許の有効性を維持するため

にどのような対応が必要かが議論されました。 

2. 意匠や商標の類否判断に関する判例: 

o 意匠や商標において、類否判断が争点となった判例が研究されまし

た。このような判例では、裁判所がどのようにして類似性を判断した

か、具体的な事例を通じて理解が深められます。また、実務での意匠

や商標の出願や権利行使にどのように影響するかが議論されます。 

意義と影響 

判例研究班の活動は、知財実務における法的知識の深化と、実務上の対応策の策

定に大きく寄与しています。最新の判例に関する知識を得るだけでなく、それをどの

ように実務に応用すべきかを議論することで、実務家としての対応力を高めることが

できます。 

KTK の判例研究班は、判例研究を通じて知財分野の法的安定性を確保し、さらには

知財実務の発展に貢献しています。この研究班の活動は、知財実務における最前線

での判断や戦略立案にとって、非常に重要な役割を果たしています。 

 



 7 / 9 
 

この説明に加えて、特定の判例や議論内容に関してさらに知りたい場合は、お知らせ

ください。 

4o 

ソフトウェア研究班の活動を詳しく 

ChatGPT 

メモリを更新しました 

KTK の「ソフトウェア研究班」の活動について、詳しく説明します。 

研究班の目的と概要 

ソフトウェア研究班は、ソフトウェアに関連する知的財産権に関する問題や、最新の

技術動向について研究し、実務における対応策を議論することを目的としています。

特に、ソフトウェア特許の取得や、オープンソースソフトウェア（OSS）のライセンス管

理、AI 関連技術における知財戦略など、現代のソフトウェア業界で直面する重要な課

題が取り上げられます。 

活動内容 

ソフトウェア研究班では、以下のような具体的な活動が行われています。 

1. ソフトウェア特許の研究: 

o ソフトウェアに関する特許出願や審査基準について深く研究します。特

に、ソフトウェア発明の特許性、アルゴリズムやプログラムの特許適格

性について議論が行われます。 

o 例えば、最新の特許判例を基に、どのようなソフトウェア技術が特許と

して認められるか、出願書類の作成時に留意すべきポイントについて

検討が行われます。 

2. オープンソースソフトウェア（OSS）のライセンス研究: 

o OSS の利用に関する法的なリスクや、適切なライセンス管理方法につ

いて議論します。特に、企業での OSS 利用時に発生するコンプライア

ンス問題や、ライセンス違反リスクをどう回避するかが重要なテーマで

す。 

o 研究班では、具体的な事例を通じて、ライセンスの選択や管理方法に

ついての最適なアプローチを探ります。また、OSS ライセンスが商用ソ

フトウェアとどのように共存できるかについても議論が行われます。 

3. AI 技術に関する知財戦略: 

o AI 技術の進展に伴い、AI 関連の発明をどのように保護すべきかが研

究の焦点となっています。特に、AI モデルやアルゴリズムの特許取得

の可能性や、AI 技術を利用した新しいビジネスモデルに対する知財戦

略について議論が行われます。 
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o 具体的には、AI 関連の特許審査基準の動向や、AI 技術が商業化され

る際の知財リスクについて分析し、実務における対応策を検討します。 

4. ディスカッションと意見交換: 

o 研究班のメンバーは、最新の技術動向や法的課題について意見交換

を行います。特に、ソフトウェア分野での法的問題や技術的課題につ

いて、異なるバックグラウンドを持つメンバー同士が活発に議論を交わ

します。 

o 各メンバーが実務で直面している具体的な問題や、それに対する解決

策が共有されることで、実務的な知見が深まります。 

5. ハイブリッド形式での開催: 

o 他の研究班と同様、ソフトウェア研究班もオンラインと対面を併用した

ハイブリッド形式で開催されています。これにより、関西地域以外の会

員や海外に在住する会員も参加しやすくなっています。 

6. 最新技術のフォローアップ: 

o ソフトウェア分野は技術の進展が非常に速いため、研究班では常に最

新の技術動向をフォローしています。特に、クラウドコンピューティン

グ、ブロックチェーン、IoT などの新興技術がもたらす知財問題につい

ても積極的に研究が行われています。 

o これらの技術がどのように法的に保護されるべきか、またその実務的

な影響について深く議論されます。 

取り上げられた具体的な事例 

ソフトウェア研究班では、次のような具体的な事例が取り上げられました。 

1. AI 関連発明の特許出願に関する事例: 

o AI を用いた画像認識アルゴリズムに関する特許出願のケーススタディ

が行われました。特許取得における課題や、審査官がどのような点に

注目するかについて詳細な分析が行われました。 

2. OSS ライセンス違反のリスク管理: 

o 企業での OSS 利用に関するコンプライアンス問題が取り上げられ、ラ

イセンス違反を避けるための具体的な管理方法について議論されまし

た。実際に発生したライセンス違反の事例を基に、リスク管理の重要

性が強調されました。 

3. ブロックチェーン技術の知財保護: 

o ブロックチェーン技術に関する特許戦略や、技術保護のための知財戦

略が議論されました。特に、分散型技術の特許保護における課題とそ

の解決策が検討されました。 

意義と影響 
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ソフトウェア研究班の活動は、ソフトウェア開発に携わる実務家にとって非常に重要で

す。ソフトウェア特許の取得や OSS のライセンス管理、AI 技術の知財戦略など、現代

のソフトウェア業界が直面する重要な課題に対する対応策を研究・議論することで、

実務に直結する知見を得ることができます。 

KTK のソフトウェア研究班は、ソフトウェア分野における高度な知識と実務的な対応

力を備えた実務家を育成し、知財業界全体に貢献しています。この研究班での議論

は、実際の特許出願や技術開発における知財戦略の策定において、大いに役立って

います。 

 

さらに詳細な事例や議論内容に興味があれば、具体的な点について追加の説明を

提供できますので、お知らせください。 
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